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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、ＥＦＬ環境にあるアジア人英語学習者のＣＳ使用や、拒否・反対意見などの言語

機能の使い方の比較、カリキュラムや教科書でＣＳがどのように指導されているかを含めて、日

本、タイ、中国の小学生から大学生までを対象にＣＳに関する調査を実施した。また、英語母語

話者との異文化間コミュニケーションにおいて、どのように方略が異なるのかを、ビデオ録画に

よる会話を分析することでその特徴を探った。その結果、ＣＳ指導や有効性に対する意識におい

て、国による違いが観察された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, a large-scale survey on communication strategies (CS) and language 
functions used such as refusal and disagreement was carried out. The participants were 
Asian EFL learners from primary to tertiary levels including Japanese, Chinese, Thai, and 
Vietnamese. In order to investigate and explore how CS are instructed and used in those 
countries, English textbooks and national curriculums were analyzed. Also, English 
conversations between native speakers of English and Asian learners of English were 
videotaped while doing the communicative tasks and transcribed from the perspective of 
CS use. As a result, several distinct differences in CS use and learners’ consciousness of CS 
were observed according to the countries as well as individual and cultural differences. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
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２００９年度 500,000 150,000 650,000 

２０１０年度 800,000 240,000 1,040,000 
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科研費の分科・細目：外国語教育 
キーワード：英語教育、異文化間コミュニケーション、コミュニケーション方略、タスク 
 
 
１．研究開始当初の背景 

中・高等学校の学習指導要領では、場面

や働きに応じて英語を正確かつ適切に用

いて自分の気持ちや相手の気持ち、また情

報を理解したり、伝えたりする実践的コミ

ュニケーション能力の必要性が謳われて

いる。また、文部科学省から発表された

「『英語が使える日本人』の育成のための
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戦略構想－英語力・国語力推進プラン」

（2002）と「『英語が使える日本人』の

育成のための行動計画」（2003）の中で

も英語が使える日本人を育成する重要性

があげられている。しかしながら、実際に

異文化コミュニケーションの場面におい

ては、日本人は沈黙や挫折を生じ、コミュ

ニケーションがうまく進まないことがよ

くある。 
一方、コミュニケーション能力は Canale 

(1983) のモデルによれば、４つの構成要素

（文法能力、談話能力、社会言語学的能力、

方略的能力）を持ち、コミュニケーション

方略(CS)を、方略的能力と名づけている。

また Bachman (1990) は、「言語能力」と

呼ばれる別のモデルを提案し、方略的能力

を言語能力のまったく別の要素として定義

し、話者の持っている背景知識とともに言

語能力を使う際の最終決定に用いられる力

だとしている。これらのコミュニケーショ

ン能力の２つのモデルは、方略的能力を違

ったように捉えているが、どちらもその重

要性を述べている。 
1970年代に始まったCS研究に関しては、

これまでCelce-Murcia, et al (1995) 、
Yule & Tarone （1997）など多くの研究

者によって先行研究がなされ、相互作用的

な中で、語彙の不足等を補うものとしての

方略と心理言語学的側面を扱った代表的

なモデルがあるが、最近ではDornyei and 
Scott (1997)が、CSを｢コミュニケーショ

ンの諸問題を補うための学習者の技術｣で

あり、達成方略と回避方略の2つの種類を

あげている。しかしながらその教授可能性

や第2言語習得との関係等に関して見解が

分かれており、今後更なる研究が必要であ

る 。 ま た 国 内 で は 、 平 野  (1985) 、
Takatsuka(1999)、岩井（2000）などによ

って日本人学習者のコミュニケーション

方略と習得に関する研究が行われている

が、実際の相互作用の中でオーラルコミュ

ニケーションの挫折の原因に焦点を当て、

日本人学習者の特徴と方略指導を詳細に

研究したものは見当たらない。特に日本人

学習者と英語母語話者やアジア人英語学

習者など異文化間コミュニケーションに

おけるコミュニケーションの挫折と修復

の特徴を比較した研究は少なく、また特に

沈黙の焦点をあて、沈黙の原因と対策を考

えることは、今後日本人が口頭で異文化コ

ミュニケーションを行う際に最重要課題

であると考える。 
 

２．研究の目的 
本研究では、英語学習者が英語を用い

てオーラルコミュニケーションを行う際、

どのような問題に遭遇してコミュニケー

ションが挫折するのか、またどのような

方略を用いて問題の修復を図ろうとして

いるのかを特にモニタリング機能に焦点

を当て、ビデオや録音によるプロトコル

と会話を分析することで解明し、その特

徴を探ることを目的とする。特に外国人

との相互交流の場合と日本人同士の場合

ではどのように方略が異なるのか、また

アジア人英語学習者の会話とどのように

異なるのかを、会話交替などにも注目し

ながら考察する。更に非言語的方略（ジ

ェスチャーや表情など）にも焦点を当て、

コミュニケーションの特徴を明らかにす

る。 
 
３．研究の方法 

研究の方法は以下の通りである。 
（1）CS指導のカリキュラム開発と指導に

ついてこれまでの先行研究や、自身の研究

のまとめを行う。 
（2）語彙レベルを測定するNationの語彙

サイズテストやコミュニケーション方略

使用を調査するテストを実施しそのレベ

ルをチェックする。語彙レベルとコミュニ

ケーション方略テストの相関を調べる。 
（3）日本人英語学習者のCSの特徴とアジ

ア人英語学習者（中国人、タイ人）のCS
の特徴を質問紙法により調査し比較を行

う。参加者は小学生、中・高校生、大学生

である。内容はコミュニケーションに対す

る意識、コミュニケーションの挫折の原因、

ＣＳの効果と使用状況などを含む。 
（4）日本を含め諸外国の英語教育におい

て、方略の指導が行われているのか、また

どのような到達目標が設定されているの

かをナショナルカリキュラム、英語教科書

を分析して特徴をまとめる。 
（5）日本人並びにアジア人（日本人、中

国人、タイ人、ベトナム人）の英語による

会話やコミュニケーションタスクの最中

の様子をビデオに録画し、会話分析の手法

により言語、非言語におけるコミュニケー

ションの特徴を調査し、コミュニケーショ

ンの挫折とその修復方法の特徴について

探る。また、英語母語話者や外国人英語学

習者との異文化コミュニケーションにお

いて、コミュニケーション上の問題になり

やすい言語機能である拒否や反対意見表

明の場合はどのような方略を用いるのか



も並行して分析する。 
（6）日本人大学生を対象に、拒否・反対

意見をどのように伝えるかについて、アン

ケート調査を実施紙、分析する。 
 

４．研究成果 

３年間の研究を通して様々な成果が得られ

た。その一例を以下に述べる。 

（1）日本、タイ、中国の学習者のコミュニ

ケーションに対する意識と方略使用につい

ての質問紙調査  
①研究の目的 
日本、タイ、中国の児童・生徒の英語学習

に対する必要性並びに、英語によるコミュニ

ケーションやコミュニケーション方略につ

いて、どのように感じているかを調査し、そ

の結果を比較・検証する。 
②調査対象者  
日本・タイの小学校 5 年生、6 年生、日本・

タイ・中国の中学校 1 年生、高等学校 1 年生、

日本・タイの大学生、計 863 名  
③実施場所と実施時期 
日本の兵庫（2009 年 1 月）、タイのバンコ

ク（2008 年 9 月）、中国の北京（2010 年 6 月）。  
④手順  
英語教育、英語力、コミュニケーション、

コミュニケーション方略に関する 14 項目の

質問に対して、５段階評定法を用いた質問紙

調査を実施した。（5：非常にそう思う、4：
そう思う、3：どちらとも言えない、2：そう

は思わない、1：全然そうは思わない）その

後、記述統計、相関、分散分析等を用いて考

察を行った。 

⑤結果と考察 
 主な結果と考察は以下の通りである。 
外国人とのコミュニケーションへの意欲

は日本・タイの高校生が高くなっており、日

本の中学生がやや低い結果が見られるが、概

して高く 6割近い学習者がコミュニケーショ

ンをしてみたいと答えている（日本 58.2％、

タイ 59.1％、中国 61.0％）。一方、うまくコ

ミュニケーションできると思わない学習者

が、日本の小 5生を除いては多く（日本 44.4％、

タイ 51.5％、中国 52.0％）、自信のなさがう

かがえる。 
次にＣＳの使用については、小学校から高

校までの全体の平均と大学を分けてグラフ

に示す。うまくコミュニケーションが出来な

い原因については、英語力不足と答えた回答

が多く、単語の意味が分からない、文が作れ

ないなどが続いた。タイの生徒は単語の意味

が分からない、話すのが怖いなどの項目にお

いて回答が目立った。中国の生徒は話す機会

がなかったり、文法が分からないなどの回答

が多かった。図はいずれも上が小学生から高

校生の回答、下が大学生の回答になっている。 
 

 

 
 
次に、コミュニケーションの挫折の大きな

原因になりやすい、語彙が出てこない場合、

沈黙が起こった場合についても国による差

が見られた。話題を変えたい場合はどうする

かについては、国による差は特に見られなか

った。語彙が出てこない場合は、日本人学習

者は絵やジェスチャ―を用いるといった回

答が多く、中国は言い換えか回避、タイでは、

助けを求めたり類似の表現を用いるといっ

た方略が多かった。これらは後述するテキス

トなどで普段から指導されていることの表

れだと思われる。 

 

 



沈黙の対処では、タイや中国は笑ってその

場をしのぐが多いが、話を切り出したり、つ

なぎ語を用いるといったＣＳも使えること

がうかがえる。 

 
話題の転換はほぼ同様の傾向があり、会話

に割り込むといったＣＳは少なく相手が話

し終えるのを待つ、黙って我慢するといった

回答が多かったが、これは東洋人の文化的要

因とも考えられる。  
方略の有効性を尋ねる質問に対しては、日

本人学習者は、絵やジェスチャーが役立つと

回答しているものが 7 割を超えているが、こ

れは小学校からの指導の結果であると同時

に言語によるＣＳ指導がなされていないこ

とも原因と考えられる。つなぎ語、明確化要

求や内容確認などインターラクションで大

切である基本的なＣＳや、言い換えや割り込

みなど高度なＣＳの指導も今後の課題であ

ると思われる。指導しないから使えない、使

わないから有益性と重要性が認識できない

といったことが考えられるためである。 

 

(２)日本、タイ、中国のテキストにおける CS
の指導  
諸外国の英語教育のシラバスや、コミュニ

ケーションとＣＳの調査の結果も踏まえて、

小・中学校入門期にＣＳを明示的に指導して

おくことが必要であると考えられる。その指

導の手順としては、①会話を聞かせて、コミ

ュニケーションを円滑にしたり、自分の気持

ちをより丁寧に伝える表現に気づかせる。②

表現を教える。（相づち、聞き返し、繰り返

し、明確化等の方略、アイコンタクト・ジェ

スチャーなど）③タスクを設定し活動の中で

使わせてみて、慣れさせる（例：自己紹介や、

インタビュー活動で、必ず相づちを打たせる、

必ず聞き返す。道案内、買い物、注文などの

場面で必ず確認させるなど）。④振り返らせ

る：うまく CS が使えたかどうかを自己評価

させる。⑤成功体験を積ませ、英語を話した

り聞いたりできる自信をつけさせることが

必要である。それでは、実際に指導に用いる

テキストに、ＣＳ表現が扱われているのであ

ろうか。具体例として、以下のテキストにそ

れらが見られたので、一部抜粋する。 
①日本のテキスト 
New Horizon English Course (Tokyo Shoseki)  
One World English Course (Kyoiku Shuppan)  

Mike: What’s this?  
Judy: I don’t know. Is it an animal?  
Mike: Yes, it is. It’s a rabbit.  
Judy: Really? (NH 1:33)  

  Mike: Excuse me.  
Woman: Yes?  
Mike: Is this your change?  
Woman: Pardon?  
Mike: Your change.  
Ｗoman: Oh, my change! Thank you.  
Mike: You’re welcome. (NH 1:41) 
Excuse me, Ms. Sato. Could you say that again? 
(OW:5)  

 What’s the answer to question number one?  
I’m sorry, I don’t know. (OW:5)  

 I have a question.  
How do you say matsu in English?  
How do you spell it?  
How do you read this word?  
What does it mean? (OW:5)  

 日本のテキストは、教室英語として表現を

最初に指導しているものが多く、文中ではそ

れぞれのテキストで 1 課分の中で聞き返しや

言い換えの例を挙げているものが多い。 
②タイのテキスト 
Projects: Play & Learn 5 (Ministry of Education. 
(2004). Kurusapa Publisher. ) 



What does ‘choose’ mean?  
We’ve found it! ‘Choose’ means….  
What did you say?  
I said ‘zing’.  
Did you say ‘sing’?  

 No, I said‘zing’.  
Sorry, I thought ‘sing’.       (PP&L 5:86-87)   

Projects: Play & Learn 6 (Ministry of Education. 
(2005). Kurusapa Publisher.) 

Play ‘Interactive dictation’  
This is the story of the three little pigs…  
Stop, please. Let me write. (no sound)  
Rewind. Let me hear it again, please. (rewinding 

sound)  
Play, please.  
This is the story of the three little pigs…  
Stop. 
How do you spell ‘brother’? ‘b-r-a-t-h-e-r’ or 
‘b-r-o-t-h-e-r’?  
B-r-o-t-h-e-r with a big B. It’s a name.  
the three little pig ate and played…  
Stop. Is that ‘play’ or ‘played’?  
Rewind and play again please. (PP&L 6:22)  
Your Turn Best 3 (Downie, Michael & 

Taylor, Stephanie. (1996). Richmond 
publishing)  

Solving Language Problems 1 
1. How do you spell…?  
2. How do you pronounce this word?  
3. How do you say … in English?  
4. What’s the answer to number 1?  
5. What does travel mean?  
6. Where’s the stress on the word interesting?   

(YTB 3:4)  
 タイのテキストでは、絵を用いたり、遊び

の中や、教師と生徒の教室でのインターラク

ションの場面を再現し、ＣＳの指導を行って

いる例が多く見られ、徹底した指導が行いや

すいと言える。 
③中国のテキスト 
Integrated Primary English 小学総合英 語
（Methold, Ken & Pelham, Linda. (2003). 上海

外語教育出版社、Longman） 
What is this?  
It’s an apple.  
How do you spell apple, Tony?  
I am sorry, Miss Xu. I don’t know.  
I know. A-p-p-l-e.       (IPE 1:19-20) 

九年必務教育課本 新世紀小学英語 New 
Century Primary English 四年級第一学（上海

中小学課程教材改革委員会. (2003). 上海外語

教育出版社） 
Today is Saturday. Carol is at home. She is not 

going to school, but she is getting ready for a 
party. She is wearing a white blouse and a long 
skirt.  

Carol: Look at me, Mom.  
Mother: Oh, what a pretty girl!  But whose 
shoes are these?  
Carol: Umm, they’re yours.                          

(NCPE 4:48)  
新世紀初中英語 New Century Junior English 
六年級第二学期（上海中小学課程教材改革委

員会. (2002). 上海外語教育出版社）  
1 Hold on. I’ll get her.  
2 I’d like to speak to Tom, please.  
3 I’m afraid she’s out.  
4 May I take a message?  
5 Could you say that again?  
6 What activities shall we take part in?  
7 I want to talk to her about the Science Activity 

Week.    (NCJE 6:46)  
 中国のテキストでは、定型表現としてＣＳ

を扱いつつ、比較的長い談話の中で、会話方

略など高度なＣＳを指導する例も見られる。 
 
(３)大学生のオーラル英語の授業で、語彙能

力と方略能力の関係を探るべく、語彙サイズ

テストとCS調査を行い、データをSPSSを用い

て分析した。その結果、語彙能力と方略使用

について有意差があることが分かった。更に

大学生を対象にコミュニケーションタスクに

よるCS指導を行った。その際、モニタリング

とリフレクションを導入することにより、メ

タ認知が高まり、成果が現れた。 

(４)日本人並びに中国人、タイ人、ベトナム

人と英語母語話者との英語による会話やコミ

ュニケーションタスクの様子をビデオに録画

し、コミュニケーションの特徴を分析し、コ

ミュニケーションの挫折とその修復方法につ

いて会話分析の手法を用いて探った。また、

拒否や反対意見表明の際、どのような方略を

用いるのかを大学生を対象にアンケート調査

を実施し、分析を試みた。その結果、言語能

力や学習者要因、コミュニケーションスタイ

ルも関係するが文化による差も観察された。

更に、手や身振りなどのジェスチャーや、相

槌、溜息など非言語的特徴が、言語の不十分

さを補完していることも観察された。またそ

の後のインタビューにより、挫折と修復、成

功に導くメカニズムを探ることを試みた。同

じＥＦＬ環境にあるアジア人英語学習者との

ＣＳ使用や、拒否・反対意見などの言語機能

の使い方の比較、日本、タイ、中国の小学生

から大学生にいたる大規模なＣＳに関する調

査などを実施することができたのは意義があ



ったといえる。 
 本研究では、ＣＳについて、様々な視点で

分析や調査を実施した。学習指導要領や諸外

国のナショナルシラバスからその扱いを調

べ、3 カ国の学習者に質問紙調査を行い、指

導についてはテキスト分析を試みた。また、

質問紙や会話分析等で日本人学習者の特徴

も分かった。それらを通して、21 世紀に世界

の人々と共存・共生をしていく若者が英語に

よるコミュニケーション力を求められてい

る今、アジア 3 カ国の現状を垣間見ることが

できた。今後の課題としては、それぞれの国

の英語教育の実態の詳細を調べ、日本におけ

る英語教育の方向性を検証すること、異文化

間コミュニケーションの指導を行う必要が

ある。またＣＳ指導は重要であるので、授業

中英語で様々なコミュニケーションタスク

に取り組ませたり、授業以外でも、機会があ

れば積極的に英語を使って他の人と交流し、

生きたコミュニケーションの場での成功体

験を重ね自身をつけさせること、ジェスチャ

ー、表情などの非言語手段を使ってコミュニ

ケーション効果を高めさせることを通して、

コミュニケーションの中で、言語に困っても

CS を駆使し、コミュニケーションを維持しよ

うとする態度を育てることが必要であると

考える。  
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